
利用学習計画書 
 

平成２５年４月８日 

担当 第６学年 高橋 千鶴子 

１ ねらい 

今年初めて歴史の学習に臨む児童に、歴史学習に対する関心を高めるとともに、狩猟・

採集や農耕などの生活の様子が分かるようにする。 

 

２ 評価 

  自分たちの身近な生活や地域の歴史の学習に関心を持ち、当時の狩猟・採集や農耕な

どの生活の様子が理解できる。 

 

３ 学習活動について 

  （大単元名） 日本の歴史 

（小単元名） ○歴史博物館へ行ってみよう  １ 縄文のむらから古墳のくにへ 

（小単元の目標）歴史博物館について知り、歴史学習に対する関心を高めるとともに

狩猟・採集や農耕の生活、古墳について調べ、大和朝廷による国土

の統一の様子が分かるようにする。 

 

４ 事前指導 

・博物館にある各時代の多様な展示物があることを知り、年表と照らし合わせながら、

歴史学習に対する関心を高める。 

・資料をもとに、縄文のむらの人々の活動の様子や住居、服装に注目させるようにする。 

・狩猟や採集が中心の生活であることに気付かせる。 

 

５ 当日の指導（活動）内容 

（１）縄文の森広場 

１）体験学習 全員で石のアクセサリー作りを体験 

２）見学学習 ・復元住居・遺構表示等の野外展示及び館内の展示見学  

（野外・屋外の２グループに分かれる） 

            ・探検ノートを用いて自由見学（時間があれば） 

（２）地底の森ミュージアム 

     ２グループに分け、１グループが見学をしている間、一方のグループは体験を

する。その後見学グループは体験、体験グループは見学を行う。 

１）見学学習 ・地下展示室解説付き見学 

       ・１階展示室自由見学（学習ノート） 

仙台市立中田小学校 



２）体験学習  石器作り 

 

６ 事後指導 

 縄文の森広場、地底の森ミュージアムで分かったことをもとに、旧石器・縄文時代の

歴史新聞を作成し、掲示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



利用学習報告書 
 

平成２５年５月１４日 

担当 第６学年 菊地 貴博 

１ 事後指導について 

（１）実施日 

     平成２５年５月１０日（金）１～５校時 

 

（２）主な内容 

・社会科の授業で、遺跡や遺物の観察・解説を通して旧石器時代・縄文時代の

生活の様子を学ぶ。 

・昔の道具や飾りである勾玉作り、石器作りを体験する。 

 

２ 送付する資料 

児童の学習後の感想（３点 ３名分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


